
全日本漢詩大会石川大会 吟行会の御案内

名勝山中温泉鶴仙漢に

《大窪詩佛の足跡を訪ねて》
幕末の漢詩人、大窪詩佛が加賀へ三度も来遊 し、延べ 1年以上此の地に

滞在 して数多くの漢詩をこの地方に残 して居 ります、又多くの文人墨客達

も此の地を訪れ、多くの作品が残されています。其の足跡を辿 りながら、

秋の鶴仙漢や旧跡を散策 して見たいと思います。

日

行

■
=〕ノ

|｀ 王

工 [二I

ン
|｀三E

参 加 料

申  込

令和 3年 9月 26日 (日 )9:00～ 14:30
小松駅 ～ あやとり橋 ～ 山中温泉鶴仙漢

～ こおろぎ橋 ～ 医王寺 等

5, 000円/人  (弁当代含む)

参加ご希望の方は、「漢詩応募票・大会参加申込票」の該当欄

にチェックを入れて、参加料を振 り込んで下さい。

小松駅西日

バス停集合

小松駅発

山中温泉着

山中温泉発

小松駅着

8日寺40分

9日寺00分

0時 00分

1時 30分

2時 30分

秋の出中温泉

鶴仙漠 あやとり橋

こおろぎ橋
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